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2023.4.20 作成 

東海支部愛知地域会 ２０２２年度 第 10 回役員会 議事録 

 

日  時 ：2023 年 3 月 31 日（金）17：00～19：00 

場  所 ：昭和ビル 5階 会議室 （名古屋市中区栄四丁目 3番 26号）  

※WEB会議を併用 

出  席 ：森哲哉 地域会長 近藤万記子 関口啓介 野々川光昭 各副地域会長 

生津康広 会長補佐 澤村喜久夫 直前地域会長 

川本直義 宮坂英司 上原徹也 各室長 

間瀬高歩 東福大輔 黒野有一郎 柳澤力 各委員長・副委員長 

吉元学 委員長 

鈴木利明 水野豊秋 両監査 

 委任状出席：高木耕一 西村和哉 笹野直之 奥井康史 恒川和久 杉本憲治 

オブザーバー：浅井裕雄 本部理事 JIA・愛知賛助会 熊野  

欠  席 ：石川英樹 中澤賢一 

議  長 ：近藤万記子 

議事録作成担当委員会：研修委員会 

議事録署名人： 川本直義 間瀬高歩 

前回議事録確認：2022年度第 9回議事録 

 

議 事 

１．地域会長挨拶 

 最近、マスク着用の緩和、WBC 優勝があった。桜のピークは過ぎつつある。天白の植田に住んでいるが、

区画整理に伴って桜並木が整備されていて、地元住民が先鞭をつけ、名古屋市が整備したと言われている。

先人に感謝したい。先日、大会会場の常滑の視察を行った。本日は大会関連や資格制度の他にも議題が多い

ので、皆さんご協力お願いしたい。 

 

２．報告事項 

（１） 本部報告 
①  第 299回理事会（ 3/15 ）（ 浅井 ） 資料－1 

国交省業務報酬基準改定に係る特別委員会の設置及び委員について承認された、懲戒審査委員会委
員就任承認の件では東海支部からは小田義彦氏が選出、2023 年度事業計画承認など。登録建築家
についてなどについては理事懇談会の内容などとあわせて後ほど報告する。 
 

②  総務委員会（ 3/6 ）（ 水野 ） 資料－2 
資料を参照。 
 

③  建築家資格制度理事懇談会（ 3/8 ）（ 浅井 ） 資料－3 
資料内「まとめⅡ」参照。理事懇談会での建築家制度の目指すものについての内容。①JIA正会員
以外も含め社会に開かれた「資格制度」を目指す、②「建築家」＝JIA正会員として社会にアピー
ルする、の二本柱の議論。対象範囲は二級建築士・木造建築士も含める議論。佐藤会長に向けた「検
討のお願い」質問状および回答など、沢山資料があるので熟読頂きたい。登録建築家証の裏面に登
録建築家についての解説を記載する議論があったが、不利益も考えられるため無しとする方向で合
意した。 

 
④  職能・資格制度/建築家資格制度委員会（ 3/13 ）（ 野々川 ） 資料－4 

佐藤会長からの上記質問に対する回答など。上記①については二会合意の再開による統括設計専攻
建築士との合体での新資格制度を目指す、②については JIA正会員の厳格化も含め、方法を検討し
ていきたい。→①を推し進めると建築家というより設計技術者の資格になってしまうのではないか。
公益性、文化性などをどう担保するのか。②は新資格取得を必須として、さらに公益性、文化性な
どを盛り込んだ UIA基準の正会員要件を満たす必要がありそうだ。（野々川） 
（森）登録建築家の登録状況自体が地域によってばらつきが激しい。地域会によってスタンスがバ
ラバラなのが問題。 
（近藤）議論が深まるのはいいことだが、その方法論自体に疑問。 
（浅井）建築家のバックグラウンドは JIA正会員ならもってますよという状態にしないと国を動か
すまでは行けない。登録建築家で考えていた事と内容は同じだが枠組みを変えようとしていると考
えている。 

（順不同・敬称略） 

下線オンライン出席 
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⑤  建築家認定評議会（ 3/20 ）（ 野々川 ） 資料－5 

新規認定者は例年 20 名程度で推移していたところ、本年度は 50名と多い。西尾市コンペの影響が
あると思われる。東海支部は正会員のうち 50.0％が登録建築家。登録者の更新率は数年あまり変
わっていない。高齢化しており、その方々が更新しないケースが増えている。 
 

⑥  CPD評議会（ 2/24 ）（ 野々川 ）  資料－6 
資料参照。プログラム認定審査が行われた。 

 
⑦  住宅等連携会議（ 3/8 ）（ 間瀬 ）  資料－7 

来期の議長は西村さんに決定。秋のシンポジウムは大会プレイベントで、10/12に末光さんを招い
て行われる。 
 

⑧  広報委員会（ 3/7 ）（ 野々川 ）  資料－8 
広報委員会は出口さんが参加している。4/3 に新しい HP がローンチ。会員専用ウェブサイトが来
年度から運用予定。来年度の大会は九州予定、指宿市と支援業務締結予定。 
 

⑨  教育委員会（ 1/16、3/22 ）（ 吉元 ） 資料－9 
各支部の CPD 単位を JIA スクールへ整理した。建築家大賞の認知拡大のため、「建築フィールド
トリップ」として本部の教育委員会・表彰委員会にて一般市民向けの見学会を企画中。運営は建物
のある各支部の予定。 
（吉元）本部で企画して支部がやる方式はいささか古いのではないか、支部が市民向けの多様性の
ある企画をし、本部が冠を与える方式とするのがいいのではないか。 

 

（２）支部報告 
① 第 9回支部役員会（ 3/24 ）（ 野々川 ）                    資料－10 

資料参照。静岡支部では、川島範久氏の記念講演会（5/15）がある。東海支部総会後の懇親会会
費が 7000円になる。名誉会員の支部推薦枠については 4/12までに地域会から支部に伝える。 
次年度の本部委員の交代について、財務委員会は鈴木氏→水野氏、総務委員会は水野氏→澤村氏、

JIA環境会議は宇野氏→石橋氏。職能･資格制度委員会と国際委員会は未定。 
 

 ② 建設キャリアアップシステム処遇改善推進中部協議会について(3/13)（ 関口 ）  
 建設業界は外国人労働者の増加と高齢化が著しい。建設技能労働者の待遇改善を求める協議会に
参加した。構成団体になるかならないかはまだ求められていない立場での参加。 

      
 ③ 「JIA25年建築選」登録料について（ 関口 ） 

 本部から登録料 15000円が届き、（今回は認定には至らなかったものの、認定業務に携わった）
静岡地域会にうち 10000円をお送りした。 

      
④ 第 9回 JIA東海住宅建築賞 事業報告について（ 吉元 ）      資料－11 

資料参照。2023年度の事業も進めている。 
 
⑤ 第 38回東海支部設計競技 事業報告について（ 間瀬 ）  資料－12 
  収支は 13万円のマイナス。39回に向けて、協賛金を集めなければならない。ご協力を。 
 
⑥ 東海学生卒業設計コンクール 事業報告・計画について（ 野々川 ）  資料－13 
  本年度の審査は 5/13、TOTOプレゼンルームにてリアルで開催。 
 
⑦ 西尾市生涯学習センター(仮称) 事業報告について（ 澤村 ） 資料－14 

業務報酬は西尾市基準の講演料単価に基づいて算出。契約金額は 319万円。令和五年度も西尾市
から設計者選定支援を東海支部に依頼。支援内容の調整中。また、基本設計のレビューも JIAに
依頼。資料の選定委員を手塚さんに修正のこと。 

 
⑧ ゴールデンキューブ賞 事業報告について（ 関口 ）  資料－15 

資料から修正 支出 638641 円 収支差額 1359 円 その後 45000 円ほど支出が減ったと GC 賞事
務局から連絡あり、メール審議などを行う予定。 

 
⑩  支部災害対策会議について（ 野々川 ）  資料－16 

災害対策委員に、上原、黒野両氏。4/26、JIA 災害対策会議によるシンポジウム「復興の事前準
備を考える」。東北の事例について。 

 
⑪  事務局待遇改善について（ 関口 ）  資料－17 
   物価高騰にともなう雇用者の待遇改善、次年度については 10000円、その後は 3000円の昇給。 
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（３）委員会、地区会、研究会報告 

⑫ 総務委員会（ 間瀬 ） 

3/27日に委員会を開催。役員会の内容の確認、意見交換など。 

 

⑬ 広報委員会（ 奥井 ） 

委任状欠席 

 

⑭ ブリテン委員会（ 川本 ） 

3/15に委員会を開催 4/13次回。 

 

⑮ 研修委員会（ 東福 ） 

研修委員会を行った。最近は目立った活動がないので、CPD見学会の企画などを行いたい。 

 

⑯ 職能・資格制度委員会（ 野々川 ） 

3/23に委員会を開催。理事懇談会が示した建築家資格制度の２つの方向性について議論。次回 

委員会は 4/19を予定。 

 

⑰ 事業委員会（ 黒野 ） 

3/15常滑視察に参加、次回は 4月中上旬に開催予定。Architect5月号に川合健二邸その４掲載。 

 

⑱ 建築相談委員会（ 柳澤 ） 

今週 1件相談があった。まだ解決したとの報告は上がっていない。 

 

⑲ JIA愛知・大学特別委員会（ 川口 ） 

欠席 

 

⑳ 住宅研究会（ 石川 ） 

欠席 

 

21 保存研究会（ 中澤 ） 

欠席 

 

22 行政 WG（ 吉元 ） 

4/3に開催予定。 

 

23 地区連絡会（ 吉元 ） 

行政 WGと活動は同じ。川合健二邸 

 

24 建築家＋特別委員会（ 上原 ） 

後ほど審議の時に報告。 

 

25 JIA愛知・賛助会（ 熊野 ） 

CPD 研修会：リクシルの参加募集中。10 日締切。ゴルフコンペ、5/24 予定。参加枠残っているの

で参加募集中。 

 

（４）その他報告 

  ① 2023年度 サーバー料金・ドメイン維持費 (株)イングカワモト（ 森 ）      資料－18 

 サーバー料金、ドメイン維持費など 40700円。 

 

  ② 総会議案書の提出期限について（ 森 ） 
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 4/7まで。監査は 4/21に行う。 

 

３．審議事項 

① 事業計画書 建築家＋（プラス）vol.3 発行（ 上原 ）               資料－19 

期日：2023年に訂正。 

取材は全て終えている状態。発行は 5/31の総会に向けて整備、全国大会には余裕をもってできた。

5000部発行予定、全国大会に向けて 1，2号の増刷については検討中。予算通りに進行中。→承認 

 

② 事業報告書 JIA建築ワークショップ＠豊橋「お店をつくろう！～小さなまちづくりプロジェクト」 

                                     （ 黒野 ）資料－20 

内容に関しては承認済。決算について報告。地域会支出 39900円。→承認 

 

③ 事業報告書 名古屋市立猪高小学校建築教室 －ひなん時の「くつろぎハウス」をつくろう－ 

                                                                         （ 黒野 ）資料－21 

1日目 20名+2日目 36名の参加、内容的にはとてもいいワークショップとなった。チラシを見て参

加した学生さんもいた。一寸格子の保管場所については今後の課題。来期は参加学生の「認定書」

を発行したい。収支報告は地域会支出金 74303円。→承認 

 

④ 退会届 (株)エフワンエヌ（ 間瀬 ） 

    →承認 

 

４．協議事項 

① 2023年度 愛知地域会通常総会日程について（ 森 ）                資料－22 

  5/31 13：50～、佐藤会長出席。常滑副市長の講演 17：00～の予定、その後懇親会。 

 

② 全国大会 2023年度について（ 浅井 ） 

 ・ウェルカムパーティ企画の骨格がかたまりつつある。 

 （柳澤）INAXライブミュージアムにある山車を春祭りの終了後に解体せずに残し、大会時に引き

回す。建築家だけではなく、市民との交流を促すようなウェルカムパーティとする。 

・シンポジウムを皮切りに、本大会までの間に様々な企画をウェブ中心に展開したい。その代わり

本大会中は参加者が殆どのプログラムが見れるように余裕をもったスケジュールとしたい。 

・賛助会さんの PR企画を考えたい。 

・あかりコンペは旧青木製陶所にて行う。 

・（黒野）グラフィックデザインも進んでいる。グッズなども作成予定。 

・堀口捨己の陶芸研究所を重文に指定する動きがあり、会場の一つとしてどういう企画がありえる

か。 

・（関口）参加者の交通について。名鉄観光から見積受領、規模・システムの読み違いがあり、見

積が高く出たので 98 万円以下に調整中。バスの交通の問題もあり、交通は名鉄のオペレーション

とするしかなさそう。QRコードシステムの簡易化などを含めて検討中。 

・ウェブ配信外部委託の可能性の検討。 

 

５．専決事項（ 後援名義・広告掲載・協賛など ） 

 特になし 

 

６．その他報告 

  ① 愛知ゆとりある住まい推進協議会 第 3回住宅賞・講演会部会（ 3/15 ）（ 宮坂 ）  資料－23 

 資料参照。ほぼ講演者は決まっていたという感触。 

 

  ② がまごおり公共建築学生チャレンジコンペ 2023キックオフイベント 協賛金（ 4/2 ）（ 森 ） 

資料－24 

 協賛金 10万円。キックオフイベントは 4/2。新しい試みなので皆さん奮って参加して欲しい。 
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７．その他議題 

（吉元）LGBTQ対応で、入会申し込みについて性別欄の男性・女性に「その他」を追加することを

検討中との事だが、性別欄自体を失くすべきではないか。何らかの投げかけを理事会にするべきに

思う。登録建築家の件、西尾のコンペも含めて理事会の方でもんでいただきたい。 

（水野）性別については、各支部から新しい入会申込書が出てくるので、その時点での検討に意見

したい。 

（浅井）性別の件は理事会で全国統一することで調整中。性別欄自体を失くすべきに思う。 

（浅井）登録建築家の件は、登録建築家を失くそうとしているわけではない。西尾のコンペなど、

現制度をうまくスライドさせていくことを念頭に置いているのだと思う。 

（賛助会）次回役員会の後に開催される CPD研修会の申し込みをお願いしたい。 

 

８．監査意見 

（水野）資格制度の件。発展的解消という言葉がひっかかる。今後の議論の受け皿が不明確。本部

に方針を確認すべきと考える。西尾コンペの件、委員の皆様お疲れさまでした。次年度、次々年度、

プロジェクトを通して JIAが関わっていくべき。建築家+の件は、会員に配るべきで、1，2号の増

刷についても議論したい。 

（鈴木）建築家資格制度、枠組みを明確化できている点を評価したい。JIA 正会員＝建築家という

のは自明の理だと考えている。そのために CPDなどのハードルがあるというのは分かりやすい。

｢JIAアーキテクト｣の呼称はすっきり納得できるが、開かれて｢J-アーキテクト｣という呼称には疑

問がある。西尾の件で登録建築家が増えていることもあり、東海・愛知としては良い発信をしてい

ると思う。他の活発な諸事業計画とも、常滑での全国発信連携に期待している。 

 

 

次回役員会 2023年 4月 21 日（金）16：00～18：00（JIA東海支部事務局 会議室・WEB会議併用） 

次回議事録担当委員会：事業委員会 

（次回総務委員会：2023年 4月 17日（月）18:00～） 

資料提出先：間瀬高歩 総務委員長 

 

議事録作成 研修委員会 東福大輔 

議事録署名人 川本直義 

議事録署名人 間瀬高歩 


